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研究課題名「ICU入室中のリハビリテーション施行患者における身体機能の特

徴ならびに規定因子に関する後ろ向き観察研究」に関する情報公開 
 
１．研究の対象 
本研究の対象者は、2011年4月1日から2023年6月30日までの12年3ヶ月の

間に名古屋大学医学部附属病院のICUに入室となり、急性期および周術期のリハ

ビリテーションを行った患者さんです。 

 

※急性期は「病態が不安定な状態から治療によりある程度安定した状態に至るま

での一連の期間」を、周術期は「術前から術後の一連の期間」を意味します。 

※リハビリテーションとは、「心身に障害がある者が社会人としての生活が出来

るようにすることである。実際には、心身に障害のある人が社会復帰、職場へ

の復帰、家庭への復帰あるいは学校への復帰を促進することにより、身体的、

精神的、社会的、職業的にその機能を最大限に発揮させ、最も充実して生活で

きるようにすること」と定義されています。 

 
２．研究目的・方法・研究期間 
研究目的：ICUにて急性期および周術期のリハビリテーションを実施した患者さんを

対象として、身体機能の特徴、ICU退室時の身体機能を規定する因子およ

び臨床的意義を明らかにすることです。 
研究方法：2011年4月1日から2023年6月30日までの12年3ヶ月の間に名古屋大

学医学部附属病院のICUに入室した全患者さんのうち、急性期および周術

期のリハビリテーションを施行した方を対象とし、診療録(カルテ)より情

報を収集します。得られた情報を用いて、ICU退室時およびICU退室後の

健康状態の良し悪しを判別する方法を知るために、各種解析を行います。 
研究期間：実施承認日～2028年3月31日 

 
３．研究に用いる試料・情報の種類 
  診療録より臨床情報（年齢、性別、身長、体重、診断名、ICU治療歴・治療内 

容、合併症、既往歴など）、検査データ（心臓超音波検査、放射線画像、血液検

査など）、およびリハビリテーションで得られた情報（実施内容、身体機能な

ど）を収集します。これらの項目は、通常の診療の一環として診療録に記載され



 

 

 

ているものであり、本研究の参加によって特別に追加して収集する項目はありま

せん。 

 
４．お問い合わせ先 
本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。 

  ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内

で、研究計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出下さい。 
また、試料・情報が当該研究に用いられることについて患者さんもしくは患者さんの代

理人の方にご了承いただけない場合には研究対象としませんので、下記の連絡先まで

お申出ください。その場合でも患者さんに不利益が生じることはありません。 
 
  照会先および研究への利用を拒否する場合の連絡先： 

名古屋大学医学部附属病院 リハビリテーション部 

   理学療法士 土川洋平（研究責任者） 

   〒466-8550 名古屋市昭和区鶴舞町65番地 

         名古屋大学医学部附属病院 リハビリテーション部 

   電話番号： 052-744-2687  FAX番号： 052-744-2688 

 
研究責任者：名古屋大学医学部附属病院リハビリテーション部 土川洋平 


